
高知県教育委員会事務局幼保支援課

質の高い教育・保育の実現に向けて
～高知県の取組から～

資料２－１



運営支援４ 親育ち支援３幼児教育４

■子ども・子育
て支援新制度

■幼稚園・保育
所・認定こど
も園等の運営
支援

■就学前の教育・
保育の充実

■親の子育て力の
向上や良好な
親子関係の構築
※スーパーバイザー
※アドバイザー

■法定研修
■経験年数・ライフステージ

に応じた研修
■専門研修
※保育者指導員

幼保研修４

◇国・高知県の重点教育政策、高知県の
中長期的な計 画を踏まえた研修

◇市町村の実施する研修への支援
◇直接的な園内研修支援

◇法定研修（保育士も参加）
◇経験年数・ライフステージに応じた研修

（基礎・ミドル・管理職の3ステージ）
◇専門研修（保育専門技術の向上）

高知県教育センター幼保支援課

※スーパーバイザー
※アドバイザー
※保幼小連携アドバイザー

総務企画４

■予算･決算
■企画立案
■ 幼稚園・保育
所・認定こども
園等の指導･検査
等

■南海トラフ地震
対策

◆ 行政窓口の一本化と組織体制

平成15年４月に幼稚園・保育所 、市町村が制度の違いを乗り越えて、「子どもの健やかな
育ちのために、どこにいても質の高い教育・保育を受けることができるよう、就学前の教
育・保育の充実を図る」ことを目的に、高知県教育委員会事務局に幼保支援課を設置し、そ
れまで別々であった幼稚園、保育所の行政窓口の一本化を行った。
これに伴い、高知県における幼稚園教員、保育士等に対する研修は、幼保支援課と高知県

教育センターにおいて実施されている。さらに、平成21年度より親の子育て力の向上や良好
な親子関係の構築のために「親育ち支援チーム」を設置した。

高知県の乳幼児期の教育・保育の推進体制



高知県の乳幼児期の教育・保育の推進体制 ≪教育大綱・教育振興基本計画≫

◆第２期教育等の振興に関する施策の大綱
◆第３期高知県教育振興基本計画 R２年度～R５年度

・学ぶ意欲にあふれ、心豊かでたくましく夢に向かって羽ばたく子どもたち
・郷土への愛着と誇りを持ち、高い志を掲げ、日本や高知の未来を切り拓く人材

基本
理念

主な施策
～就学前から高等
学校までの各段階
に応じて切れ目の
ない対策を実施～

主な施策
～県内どこにいても
質の高い教育・保育
を受けることができ
る環境づくり～

～６つの基本方針～
（１）チーム学校の推進
（２）厳しい環境にある子どもたち

への支援や子どもの多様性に
応じた教育の充実

（３）デジタル社会に向けた教育の
推進

（４）地域との連携・協働
（５）就学前教育の充実
（６）生涯学び続ける環境づくりと

安全･安心な教育基盤の確保

くろしおくん



Ⅴ－１ Ⅴ－２就学前の教育・保育の質の向上 親育ち支援の充実

■保育者の親育ち支援力の強化

・保育者の親育ち支援力向上のための園内

研修、市町村単位の合同研修等への支援

・親育ち支援地域リーダーを中心とした地

域別交流会・連絡会の充実に向けた支援

・全ての保育所・幼稚園等における親育ち

支援担当者による園内の保育者研修や保

護者向け研修等の計画的な実施の促進

■保護者の子育て力向上のための支援の充実

・保育所・幼稚園等が行う保護者を対象と

した学習会の開催や、基本的生活習慣の

定着に向けた取組への支援

・就学時健診等の機会をとらえた講話の実

施や、園の行事等と合わせた保護者研修

の実施など、保護者が参加しやすい環境

の整備

■保育所保育指針・幼稚園教育要領等に

沿った指導方法の徹底

・幼保支援アドバイザー等による訪問指導

や研修等を通じた｢高知県教育・保育の

質向上ガイドライン｣、「保育所・幼稚

園等における園評価の手引き」の活用促

進、園内研修の充実

・保育者の職責に応じた専門性や実践力向

上のための研修の充実（基本研修、キャ

リアアップ研修）

・保育士資格取得を目指す学生等への保育

士修学資金等の貸し付けなど、保育士確

保に向けた取組の推進

■保幼小の円滑な連携・接続の推進

・各地域の実態に応じた接続期カリキュラ

ム等の実践・改善の取組の推進

・保幼小の連絡会、交流活動の充実

・入学時の課題への対応の充実

・モデル地域の取組への支援と成果の普及

幼児と児童の交流活動

組織マネジメント力の強化

保育者の資質･指導力の向上具体的な指導方法の徹底

・園評価の手引きの活用

・ガイドラインの活用 ・研修内容の充実

保幼小の円滑な接続の推進

・接続期カリキュラムの実践･改善

幼保支援アドバイザー等
による訪問指導

園長・副園長・主任

親育ち支援担当者

担任、加配、補助、看護師、調理師

保育所・幼稚園等

＜園の親育ち支援をコーディネート＞

●親育ち支援の研修計画の作成･提案･実施

●支援を要する子ども･家庭の把握･確認･

関係機関との連絡調整等

連携

親育ち支援地域リーダー

連携

関係機関等

市町村・教育委員会
福祉保健所 など

地域別交流会･連絡会
（６地域、年3～４回）

・地域リーダーを中心に
親育ち支援の推進に向
けた取組等の協議

・各園の親育ち支援担当
者等の実践交流

支援

支援

市町村における取組
の普及、研修のコー
ディネート等の役割
を担う保育者

就学前教育の充実Ⅴ
基本方針

●全ての保育所・幼稚園等において、専門的で高度な知見に基づく質の高い教育・

保育を受けることができる環境づくりを進める

●乳幼児期における、よりよい親子関係の構築を図るため、親の子育て力を高める

ための「親育ち支援」の取組の充実を図る

・乳幼児期は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な時期であり、

この時期に質の高い教育・保育を受けることが、子どもたちの知･徳･体

の調和のとれた健全な成長にとって極めて重要

ポイント背 景

＜親育ち支援の推進体制＞＜質の高い教育・保育を受けることができる環境づくり＞

６つの基本方針と２つの横断的取組



高知県の取組 ～幼保支援課の取組～



幼児教育の主な事業：幼稚園教諭・保育士等の資質・専門性の向上を図ることで、
どこにいても質の高い教育・保育を受けることができるようにする。

主 な 事 業 事 業 概 要

園内
研修
支援
事業

①園内研修支援
自主的・計画的な園内研修が行われるようにするために、幼保支援課指導主事、幼保支援
アドバイザー等を派遣し、幼稚園・保育所等が実施する園内研修等の支援を行う。

②ブロック別
研修支援

ブロック内における主体的な実践研修のためのネットワーク化の推進と、園内研修の企
画・立案・運営を行うミドルリーダーを育成するために、県内１３ブロックにおける「ブ
ロック別研修会」を開催する。

③13ブロック
交流会

ブロック研修会の充実を図るため、「ブロック別研修会」実施園26園が一堂に会し、自主
的・主体的な園内研修の在り方について協議を行う。

④高知県幼保
推進協議会

県の施策についての協議を深め、協力体制を構築することにより、どこにいても質の高い
教育・保育を受けることができる環境の充実を図るため、各市町村で組織されている所
長・園長会の代表者及び私立幼稚園等の団体代表からなる「高知県幼保推進協議会」を開
催する。

幼児教育推進体制の
充実・活用強化事業

幼稚園・保育所等の組織力・実践力の向上を図るため、策定した教育・保育の質向上ガイ
ドラインの活用を促進し、園の組織マネジメントが効果的に推進する仕組みを構築すると
ともに、保育者育成指標に基づいた人材育成研修を実施し、人材育成の強化を図る。
また、小学校への円滑な接続に向けて、策定した高知県保幼小接続期実践プランを周知し、
各小学校、幼稚園・保育所等における実践プランの作成を支援する。

幼稚園教育理解推進事業
幼稚園教育要領の周知を行う中で明らかとなった課題の中から国が協議するテーマを設定
し、毎年各都道府県ごとに協議会を開催する。さらに、その結果を全国協議会において検
証していくことにより、幼稚園教員等の幼稚園教育要領に対する理解を深める。

保幼小連携・接続推進
支援事業

幼児期の教育・保育への理解を深め、幼児の学びをつなぐために、それぞれの地域の実態
に即した保・幼・小接続を支援し、幼児教育と小学校教育との円滑な接続を図る。

≪幼児教育≫

高知県の取組 ～幼保支援課の取組～



◆ 園内研修支援の推移【累計】

◆ アドバイザーの配置数・支援回数
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幼保連携型認定こども園

公立保育所

私立保育所

国公立幼稚園

私立幼稚園

総 数

目 標

高知県の取組 ～園内研修支援事業 園内研修支援～

年度 Ｈ１６Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１９Ｈ２０Ｈ２１Ｈ２２Ｈ２３Ｈ２４Ｈ２５Ｈ２６Ｈ２７ H２８ H２９ H３０ Ｒ１

配置数 ― ― 3 3 4 5 5 4 6 7 7 11 14 14 22 27

支援回数 33 88 74 96 107 147 147 189 212 211 226 217 240 247 385 348



◆ 園内研修支援の内容例

高知県の取組 ～園内研修支援事業 園内研修支援～

♦ガイドライン、接続期実践プラン、園評価の手引き、指導計画・
園内研修の手引き（改訂版）の活用

・ ガイドラインの自己課題発見シートやキャリアステージにおける資質・
指導力チェックシートを活用して振り返り、話し合っていきます。

・保幼小接続期実践プランをもとに、園全体で接続期カリキュラムを見直し
たり、10の姿共有シート作成の学習会を行ったりすることもできます。

・園評価の手引きを活用し、重点目標から評価指標や取組指標の立て方を
考え、効果的な園評価に向けて話し合うこともできます。

♦他園への視察
他園での園内研修への参加や、学びたい視点に合わせて

保育参観・協議をします。

♦保育所保育指針・幼稚園教育要領・幼
保連携型認定こども園教育･保育要領に
基づく発達の理解

♦一人一人に応じた環境構成や援助の在
り方

♦カリキュラム・マネジメントについて
（指導計画の編成・実施・評価・改
善、記録等）

♦特別支援教育・保育（個別の指導計画
等の作成）

♦乳児保育や幼児保育についてのDVD視
聴･協議

♦臨時・パート職員の方々の学習会

♦保育参観・協議
実際の子どもの姿を基に
協議を行い、明日からの
保育の在り方を考えます。

♦写真・ビデオ
カンファレンス
保育場面の写真
や映像を使い、
具体的な振り返
りを行います。

♦ＫＪ法
研修課題について、自
身の意見を付箋紙に書
いて互いに聞き合い、
参加者みんなで園の保
育を考えます。

実践に基づく研修

学習会

♦研修時間の
工夫
多くの先生

方が参加でき
るよう、時間
のもち方を工
夫することも
できます。



ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
研
修
内
容

新規採用保育者研修
（7日）

保育者基礎研修Ⅰ～Ⅲ期
（各6日）

中堅教諭等資質向上研修
（7日）

ミドル保育者研修
1年次(6日)
2年次(５日)

ミドル保育者
フォローアップ
研修発展コース

（6日）

主任保育士・
幼稚園教頭等研修
Ⅰ～Ⅲ期（全6日）

所長・園長研修Ⅰ～Ⅲ期
（全6日）

新規採用保育者研修及び
保育者基礎研修Ⅰに係る
所長・園長研修（半日）

ミドル保育者研修に
係る所長・園長研修

（半日）

所長・園長主任・教頭等中堅保育者（10年以上）５～10年未満の
保育者

５年未満の
保育者

新規採用
保育者

基礎的知識
の習得
実践との
結びつけ

見通しを
もった
教育及び
保育の
実践

習得した知
識や技術の
活用
実践力の
向上

保育者モデルの確立
全園的な視野に立った
資質・指導力の習得

人材育成
園長の補佐
園の教育・保
育目標に向け
た取組の推進

園の経営方針の
立案
組織的な運営
地域や関係機関
等と連携した取
組の推進

＜専門研修＞ ・校種間連携 ・乳幼児教育 ・家庭支援 ・特別支援教育 ・保育技術

＜キャリアアップ研修＞

園 内 研 修 支 援

ミドル
リーダー
実践研究会
（3日）

学び続ける保育者を目指して

基礎ステージ 中堅ステージ 管理職ステージ

高知県の取組 （教育センターの研修体系）～幼保支援課と教育センターとの連携～
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幼保支援課による支援
・園内研修支援（研修の工夫） ・各市町村との連携・研修会当日の運営支援等

・公開保育、研究協議
への積極的な参加

・ブロック内のミドル
リーダーの研修参加

ブロック内の
幼稚園・保育所等

市町村における実施園の決定
（13ブロック・13園）

令和３年度実施園の決定（Ｒ２年12月）

13ブロック交流会（Ｒ３年2月）

■対象・内容
①1年目実施園
Ｒ２年度実施内容説明

②2年目実施園
実践交流及びＲ３年度実施
内容説明

①1年目実施園（13ブロック・13園）

・研修目標及び年間計画の作成
・研修計画に基づく実践（年間７回程度）

・公開保育（各地域の保育者等およびミド
ル1・２年次受講者対象）

・研修の反省と評価（次年度に向けて）

組織的・計画的な園内研修の実施

令和２年度 令和３年度

実施内容

令和３年度末

②2年目実施園（13ブロック・13園）

・研修目標及び年間計画の作成
・研修計画に基づく実践（年間２～３回程度）

・公開園内研修（ミドル発展コース受講者対象）

・研修の反省と評価

組織的・計画的な園内研修の実施

②ブロック別研修
終了園

・研修目標及び年間計
画の作成

・研修計画に基づく実
践、研修の反省と評
価

組織的・計画的な
園内研修の継続

市町村における
実施園の決定

令和４年度
実施園の決定
（R３年12月）

１３ブロック交流会

◆ ブロック別研修支援

ブロック内における主体的な実践研修のためのネットワーク化の推進
と、園内研修の企画・立案・運営を行うミドルリーダーを育成するため
に、県内13ブロックにおける「ブロック別研修会」を開催する。

事業概要

ブロック内における主体的な園内研修
体制が進み、組織的・計画的な教育・保
育に取り組むことにより、教育・保育の
質の向上を図ることができる。

期待される効果

高知県の取組 ～園内研修支援事業 ブロック別研修支援～

令和４年度



園長 ミドルリー
ダー

Ａ町 Ａ園

【ブロック内でのネットワーク】

園長 ミドルリーダー

ミドルリーダー

参加者

ミドルリーダー

参加者

前年度
発表園

参加者

Ｂ 町

Ｄ 町

Ｃ 町

Ｃ 町

Ａ 町

協力

協力
研修参加

Ｅ 町

協力

研修参加

研修参加

ミドル保育者研修
高知県教育センター

連携
ブロック別研修支援

（県内13ブロック）高知県幼保支援課

１年次
理論の習得
実践の習熟

６日
（センター研修

４日）
（公開園内研修

２日）

２年次
理論の具現化
実践の向上

５日
（センター研修

３日）
（公開園内研修

２日）

★フォローアップ
研修発展コース

理論の具現化
実践の向上

６日
（センター研修３日）
（公開園内研修３日）

★ミドルリーダー

実践研究会
高知県の
教育・保育課
題に着目した
実践・研究

理論の具現化
実践の向上
３日

高知県の取組 （中堅ステージ ミドルリーダーの育成）

◆ 園内研修の中核となるミドルリーダーの育成

園内研修の充実とともに、園のミドル

リーダーが地域のリーダーに育つ

地域全体で保育の

質が上がっていく

～幼保支援課と教育センターとの連携～



◆ 園内研修支援の様子

高知県の取組 ～園内研修支援事業 園内研修支援～

公開保育9:30～11:30
事前に保育を見る視点（協議の
視点）を話し合っておきます。

保育者のよさを認めなが
ら、明日からの保育に向
けて取り入れていきたい
環境構成や援助を出し合
います。

報告15:00～15:20
協議に参加できなかった

臨時やパートの職員に集
まってもらい、今日の保育
や協議の内容を報告し、園
として共有していきたいこ
となどを報告します。

グループ協議13:00～14:45
事前に確認している視点に沿っ
て意見を出し合っていきます。事前に配付する

メモ用紙



高知県の取組 ～園内研修支援事業 ブロック別研修支援～

ブロック別研修支援後のアンケート調査より（Ｒ１）

Ｑ １年間の研修を実施したことで、専門職として具体的に改善・向上したことはどのようなことだと思いますか。〈複数回答〉

92.3%

84.6%
76.9%

30.8%
38.5%

84.6% 84.6%

23.1%

46.2%
53.8%

0%

85.9%
87.9%

77.9%

20.8% 19.5%
36.2%

68.5%

4.0%
15.4%

8.1%
0.7%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

所長・園長(13人) 保育士・教員等(149人)

Ｑ １年間の研修を実施したことで、専門職として具体的に改善・向上したことはどのようなことだと思いますか。〈記述〉

〈所長・園長〉
・子どもの内面を多面的に捉えることや自分と違う見方や考え方に気付くことができ、子ども理解が深まった。
・子ども一人一人を理解して指導案や記録を書くことの大切さを学んだ。
・お互いの保育室を見合ったり保育の話等をしたりするなどの職員間でコミュニケーションが増え、連携が取れるように
なった。

・小学校の先生も参加し、保幼小連携の視点に立って、取り組むべき点が共通認識された。

〈教員・保育士等〉
・根拠をもって子どもの内面を捉えることで、子どもの興味や発達段階に合った環境構成や援助ができた。
・事前に環境構成を十分行うことで、安心して子どもが友達と体を動かしたり、挑戦したりすることができた。
・子どもの思いを受容し、共感する言葉をかけることを意識し、関わりをもつことを心掛けた。 など



◎本研修の受講によって 園にどのような変化が見られましたか（Ｒ１）
【所長･園長、受講者、同僚】 ※（ ）内は人数、複数回答可

所長･園長 受講者 同僚

◆園内研修が充実してきた
71.4％
（15）

23.8％
（５）

33.3％
（７）

◆子どものことについて話す
機会が増えてきた

71.4％
（15）

90.5％
（19）

66.7％
（14）

◆園の保育について話し合う
機会が増えた。

52.4％
（11）

52.4％
（11）

52.4％
（11）

◆保育者の仲間意識が
高まった。

28.6％
（６）

33.3％
（７）

33.3％
（７）

◆その他 ・子どもの家庭環境などについて共通認識を持てた。（同僚保育者）

・子ども理解の視点が広がり、保育の上で役立った。（受講者）

・職員が園内研修に取り組もうとする姿勢をもちやすくなった（受講者） など

高知県の取組 ～ミドル研修実施後の調査結果～ 調査対象：受講者在籍園



【本研修の成果について】 自由記述

・研修を受講することにより、本人はもとより、園全体の保育士のレベルアップにつながる。

・園内研修支援に来て下さったアドバイザーから多くのことを学んでいる。経験に基づいた助

言をしてもらうことができ、明日からの実践にすぐに生かしていこうと思う。

・研修を受けたことで本人も自信がつき、実力もついてきたので、こうした研修はありがたい。

・研修に参加する度に、保育者として成長していることが目に見えて分かる。意欲的に希望

する研修に参加する利点が実感でき、ありがたく思う。

・ミドル研修が定着してきており、自園での研修でみんなが積極的に発言することに慣れて

きた。若い職員にも意見を出せる雰囲気も出てきている。

・園内研修の協議の仕方や子どもの捉え方など、参考になった。

・組織の一人としての役割を考えることができた。 など

高知県の取組 ～ミドル保育者研修実施後の調査結果～ 調査対象：受講者在籍園

【園内研修支援の課題について】
・市町村や園により、学びの蓄積に格差があるため、事前の聞き取り等により、現状に応じ
た研修内容を検討する力が必要である。

・管理職の世代交代や若年層の保育者の増加により、組織としての質の向上が求められる。
園とアドバイザー等のマッチングを丁寧に行い、園の課題に応じた支援ができるようにし
ていく必要がある。



※幼稚園・保育所等と小学校がそれぞれ作成し
たものを冊子にまとめる必要はありません。

・スタートカリキュラムの編成
・幼児と児童の交流計画の作成

小学校

各小学校・園で作成する実践プランのイメージ

・連携する幼稚園・保育所等と小学校の整理
・研修会等の実施による作成内容の理解を深める場の設定
・幼稚園・保育所等、小学校における作成状況の把握

市町村教育委員会・保育主管課

・５歳児後半の年間指導計画の編成
・幼児と児童の交流計画の作成

幼稚園・保育所等

１０の姿共有シート
要録、就学時引継ぎシート などの活用

具体的な全体構成

○幼児教育関連の国の動き
○学校教育全体を通じて育む資質・能力と乳幼児期の教育及び保育との関連性
○高知県の目指す子ども像

１ 保幼小接続が求められる背景

○幼児期の発達の特性と幼児期に育みたい子どもの姿
○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿
○幼児期の学びから児童期の学びへの接続

○各保育所等と小学校における実践プランの作成
○各保育所等と小学校をつなぐ交流・連携の取組

○保育所等での作成（５歳児後半の年間指導計画）
○保育所等と小学校が子どもの発達を共有するためのイメージ・補助シート
○小学校での作成（スタートカリキュラム）

４ 子どもの生活と学びをつなぐ－接続期カリキュラム－

２ 幼児期から児童期への教育の接続

３ 保幼小接続期実践プランの作成と活用

○職員同士の交流・研修会の内容・方法等

○保護者との連携の取組と効果

５ 保幼小の教職員をつなぐ－保幼小の教職員の交流・連携－

○幼児と児童の交流のポイント

６ 幼児と児童をつなぐ－幼児と児童の交流－

７ 保護者をつなぐ－親育ち支援－

平成30年２月策定、３月配付

小学校及び幼稚園・保育所等の教職員
→市町村の各校区における
接続期カリキュラムの作成・実施へ

★実践プラン説明会・研修会の実施

★市町村保幼小連携研修等の支援

高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン～



市町村教育委員会等との連携による保幼小連携・接続

高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン～

(1) 接続期カリキュラム（スタートカリキュラムや５歳児後半の年間指導計画）の
実施・見直し・改善
（作成・実践後の振り返りや改善による取組の継続・充実）

(2) 幼児・児童の交流活動（年間３回）ねらいをもって
・１日入学などの実施
（行事に偏らない、学習や遊びでの活動）

(3) 教職員の連絡会等（年間３回）子どもの姿を通して
・引き継ぎ内容の検証・学習会等・就学に向けた引き継ぎ
（園全体・学校全体で関わる組織的な連携）

高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン～



講師からスタートカ
リキュラム作成の方
法について学ぶ
全学年の担任が参

加し、カリキュラム
作成に関わります。

近隣の園の5歳児担
任等が集まり、小学
校就学を意識した5
歳児後半の年間指導
計画の確認や見直し
を図ります。

◆ 保幼小連携・接続に関する研修会

保幼小合同研修会の開催
・市の5歳児担任と1年生担
任が集まり、一緒にス
タートカリキュラムの見
直しを図ります。

・アドバイザーからも助言
をもらいます。

・育みたい資質・能力や幼
児期の終わりまでに育っ
てほしい姿を意識し話し
合いをします。

高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン～高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン～



幼稚園の教員等が小学校の教
員と一緒に、生活科の教科書
も活用しながら、幼児の育ち
のつながりを共有します。

◆ 保幼小連携・接続に関する研修会

5歳児後半の年間指導計画を見
直しながら、小学校との交流
会に生かせる経験を、小学校
教員と検討していきます。

高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン～高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン～



【目指す子ども像】
◯幼稚園

３歳児 自分の思いを表わそうとする子
４歳児 自分の思いを分かるように伝え、友達の思いも分かろうとする子
５歳児 自分の思いを素直に話し、相手の話も理解しようとする子

◯小学校
低学年 自分の考えをもち、言葉で伝え合える子
中学年 伝え合いを通して、自分の考えを深められる子
高学年 伝え合いを通して、自分の考えを深め、発展させられる子
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高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン モデル地域（田野町）の取組～

研修主題：主体的に学び、自分の考えを伝え合う幼児・児童の育成

研究主題の背景：幼児・児童の主体的な学びを重視する教育活動を展開し、自分の考えに自信をもち、他者の考えと比べなが
ら伝え合い、自分の考えを深められる幼児・児童を育てたいと考えた。

【接続期カリキュラムの見直しの流れ】

★1年目
4月：スタートカリキュラムの実施
10月：５歳児後半の年間指導計画にそった実施
10月：スタートカリキュラム考え方・見直し方研修
2月：田野町の目指す子供像の見直し
3月：スタートカリキュラムの見直し

★2年目
4月：スタートカリキュラムの実施
5月：接続期カリキュラム振り返り
8月：幼小連携の在り方研修
8月：スタートカリキュラムの見直し
10月：５歳児後半の年間指導計画の見直しと実施

【接続期カリキュラムの取組】

ア 公開保育・授業の参観方法の工夫

（ア）時間差参観による小学校全教員の公開保育参観

イ 幼小協同しての見直し

（ア）校種別振り返り

（イ）各校種カリキュラムの合同見直し

ウ 講師招聘による理論研修への全教員参加



高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン モデル地域の取組～

接続期カリキュラムの見直しの取組（幼小協同での見直し）



高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン モデル地域の取組～

接続期カリキュラムの見直しの取組（幼小協同での見直し）



接続期カリキュラムの見直しの取組

【８月 スタートカリキュラム見直し】 【10月 ５歳児後半の年間指導計画見直し】

23

高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン モデル地域の取組～



「研修で学んだこと」の変容

24

8
月

•幼）小学校で取り組んでいることが分かり、幼稚園から小学校への進学で先生も
子供も感じているギャップを知ることができた。

•小）スタカリを幼小全教員が知っていることの大切さを改めて感じた。幼稚園で
の取組を生かしていけるところはないか、また小学校に向けて幼稚園に取り組ん
でもらえることはないか共有できた。

1
0
月

•幼）幼稚園でできていたり体験していたりすることが、小学校入学後には、初め
て行うこととして捉えられていることもあったので、カリキュラムの見直しを行
い、意見を出してもらえたことで、小学校の取組につなげる意識付けができた。

•小）５歳児後半の年間指導計画を一人で読んだだけでは分かりにくい部分があっ
たが、幼稚園の先生と話すことで具体的にイメージできた。お互いに知ることが
大切だと思う。

1
1
月

•幼）園から小学校への引継・接続を考えるときに、年少から年長までの育ちに連
続性があることも重要だと改めて考えた。

•小）年長児と１年生の間だけではなく、全ての接続において連続性や一貫性のあ
る学びが大切である。

カリキュラム
共有の必要性

話合い継続の
必要性

学びの連続性
の重要性

高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン モデル地域の取組～



高知県の取組 ～保幼小接続期実践プラン モデル地域の取組～

接続期カリキュラムの見直し 成果（○）と課題（●）

○幼児・児童の実態や環境についての共通理解の深まり

○相互の生活や学びを生かす改善策の提案

○育成したい資質・能力についての共通理解の深まり

○連携の意義の実感と改善サイクルの確立

● 発達や学びの連続性についての理解

●小学校における学年間の連携を意識した教育実践

●田野町の子供たちの課題の共有と課題解決に向けたカリキュラムの創造



■保護者（家庭）との連携の充実に向けた取組とその効果

園と小学校と保護者のつながり
効果 ・保護者の安心感につながる

・入学前に実際に保護者と話すことで、小学校側の保護者
理解につながる

保護者同士のつながり
効果 ・相互に情報交換できたり話を聞いてもらいながら支え

合ったりすることで、子育てや就学に向けての不安が
解消されやすい

厳しい環境にある子どもたちの保護者を
支えるつながり

効果 ・支援を必要とする家庭を入学前に把握し、支援の仕方

を共有することで、子どもや保護者に一貫した関わり
をすることができる

高知県の取組 ～親育ち支援の取組～



人材育成
研修の充実

組織力
実践力の向上

教育・保育の質の向上をめざして

今後の取組に向けて

できた仕組みが幼稚園・認定こども園等に活用され、各園の実践の質向上につなげられるようにする。

小学校への円滑な接続へ

ガイドラインを活用した保育の見直し・充実
キャリアステージ研修の内容充実

園内研修の
充実・拡大

園評価の手引きを活用した各園の園評価の
見直し・充実 専門研修の内容充実

園内研修の
充実・拡大


